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 新型コロナウイルス  

◆４月３０日現在の感染情報等 

（１）４月のＰＣＲ検査に基づく新規感染者数は２万２３１名（３月は５万３

５６４名）、４月の死者数は１９４２名（３月は２５２０名）。 

（２）４月３０日時点のＰＣＲ検査に基づく累積感染者数は３８万２７２０名

（前日比＋５０９名）。４月３０日の検査数は８４３１件。 

（３）４月３０日時点の累積死者数は１万１７３２名（前日比＋４８名）。 

（４）４月３０日時点の１回目の累積ワクチン接種者数は１０７万６４２１名

（前日比＋１万２８２１名）、２回目の同接種者数は４９万８３５２名（前日

比＋６２３９名）。 

 

◆露ワクチン「スプートニクＶ」を巡る動き（４月９～２８日付当地各紙） 

【スロバキア当局によるスプートニクＶの検証結果発表】 

４月８日、国立医薬品管理機構（ＳＵＫＬ）は、３月１日にスロバキアに到

着したスプートニクＶの品質及び安全性に関する結論を出せない旨表明した。

ＳＵＫＬは、「ロシア側はスプートニクＶの検証に必要なデータの８０％を提

供しなかった。また、スロバキアに到着したスプートニクＶは、ランセット誌

掲載論文で紹介されていたスプートニクＶとは別物であり、バッチ番号やワク

チンの性質が異なっていた」とコメントした。 

【ロシアによるスプートニクＶの返還要求】 

４月８日、露直接投資基金（ＲＤＩＦ。スプートニクＶの販売を担当）は、

スプートニクＶの購入契約の破棄と、３月１日にスロバキアに到着したスプー

トニクＶ２０万個の返還を要求した。ＲＤＩＦはツイッターにおいて、「ＲＤ

ＩＦは、スロバキアが契約に違反したことを理由に、スプートニクＶの返還を

求める書簡を６日付で送付した」とコメントした。 

【マトヴィチ財務相の訪露】 

４月８日、マトヴィチ財務相（前首相）は、スプートニクＶについて協議す

るためにモスクワを訪問する旨突如発表し、ドミトリエフＲＤＩＦ総裁と会談

を行った。翌９日、マトヴィチ財務相は、訪露後にブラチスラバで記者会見を

行い、今回の訪露時の交渉によりスプートニクＶの契約破棄を回避できた旨示

唆する発言を行った。 

【マトヴィチ財務相のハンガリー訪問】 

４月９日、マトヴィチ財務相はスプートニクＶについて協議するためにブダ

ペストを訪問し、オルバーン・ハンガリー首相及びシーヤールトー・ハンガリ

ー外務貿易相と会談を行った。シーヤールトー外務貿易相は共同記者会見にお

いて、「スロバキアは、ハンガリーの研究所におけるスプートニクＶの検証を
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要請した。ハンガリーはスロバキアを支援する」と述べた。マトヴィチ財務相

は、「スロバキア国内には、スプートニクＶの検証に適した研究所が存在しな

いため、ハンガリーに支援を要請した」と述べた。 

【スロバキアに到着したスプートニクＶのロシアによる検証予定】 

４月２７日、レングヴァルスキー保健相は、「４月２９日、ロシアは、スロ

バキアに到着したスプートニクＶのうち６００個のワクチンを露国内で検証す

るために運搬する予定である」と述べるとともに、「同検証には１か月かかる

見込みである」と付言した。 

スロバキアは２００万個のスプートニクＶを購入予定であり、そのうち２０

万個が３月１日にスロバキアに到着した。レングヴァルスキー保健相によれ

ば、スロバキアに到着したスプートニクＶのうち４６個のワクチンが現在ハン

ガリーで検証されている。 

 

◆ワクチン優先接種に関する保健省プレスリリース 

【４５歳以上の者に対する接種登録開始（４月１０日付）】 

 ４月１０日、４５歳以上の者に対するワクチン優先接種登録が開始された。 

【４０歳以上の者に対する接種登録開始（４月１３日付）】 

 ４月１３日、４０歳以上の者に対するワクチン優先接種登録が開始された。 

【１６歳以上の者に対する接種登録開始（４月２７日付）】 

 ４月２９日以降、１６歳以上の者に対する接種登録が開始される。なお、７

０歳以上の者の接種に同行する者は、優先的に接種を受けることができる。 

【今後のワクチン接種方針（４月３０日付）】 

 ５月１日以降も、７０歳以上の者、重度の病人、６０歳以上の者、中度の病

人の順番でワクチン接種が原則優先される。これらの者に対する接種には、フ

ァイザー／ビオンテック製及びモデルナ製のワクチンが使用される。 

 

◆３月の変異株ゲノム解析結果（４月１４日付公衆衛生局布告） 

 ３月、公衆衛生局、スロバキア科学アカデミー（ＳＡＶ）及びコメニウス大

学は、１３０７名の陽性サンプルのゲノム解析を実施したところ、結果は以下

のとおり。 

（１）英国型変異株：９４．９％（１２４０名） 

（２）南ア型変異株：０．８％（１１名） 

（３）その他（チェコ型変異株等）：４．３％（注：変異株判定者数は非公

表） 
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◆４月１９日以降の規制緩和（４月１５日及び１６日付公衆衛生局布告） 

４月１９日以降、屋外公共空間において、世帯外の他人との間に５ｍ以上の

間隔を空ける場合には、マスク着用義務が免除される。  

４月１９日以降、全ての小売店、宿泊施設、博物館、美術館等の営業が条件

付きで許可される。また、６名以下のイベントの開催が許可される（ミサ、結

婚式、葬式等については、７名以上でも条件付きで開催可）。 

 

◆４月２６～２７日以降の規制緩和（４月２３日及び２６日付公衆衛生局布

告） 

４月２６日以降、フィットネスセンターの営業（ただし入場が許可される客

の人数は６名まで）と、飲食店のテラス席の営業が条件付きで許可される。 

４月２７日以降、以下の場合、アイスホッケー、サッカー、ハンドボール、

バレーボール及びバスケットボールの試合への観客の入場が認められる。  

（１）２種類の陰性証明書（３６時間以内に発行されたＰＣＲ検査又はＬＡＭ

Ｐ検査の陰性証明書と、１２時間以内に発行された抗原検査の陰性証明書）を

有する観客のみ入場可。 

（２）入場可能な観客数は、試合会場の座席数の２５％以下に設定され、かつ

屋外競技場の場合は最大２０００人まで、屋内競技場の場合は最大１０００人

までとする。 

 

◆４月２９日以降の緊急事態宣言及び外出禁止令の延長（４月２６日付政府布

告） 

 ４月２６日、スロバキア政府は、新型コロナウイルスの感染拡大を阻止する

目的で、４月２９日から３０日間（５月２８日まで）、緊急事態宣言及び外出

禁止令を延長する旨決定した。 

一方で、これまで午後８時まで可能であった買い物や自然の中での滞在等

が、午後９時までに緩和される。また、外出禁止令の例外のための陰性証明取

得の条件も緩和される。  

  

◆５月３日以降の規制緩和（４月２８日付政府布告、４月２９日付公衆衛生局

布告） 

５月３日以降、警報レベル１及び２の郡においては、午後９時から翌午前１

時の間、外出禁止令が導入される（午前１時～午後９時の間は、外出禁止令が

適用されず、外出禁止令の例外のために陰性証明書を取得する必要はない）。

警報レベル３の郡においては、従来通り、午前５時から翌午前１時の間、外出

禁止令が導入される（例外規定も従来から変更なし）。 
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５月３日以降、警報レベル１及び２の郡における劇場、コンサートホール、

野外映画の上映等の営業が条件つきで許可される。また、抗原検査又はＰＣＲ

検査の陰性証明書の提示が必要とされている場合、ワクチン接種証明書や治癒

証明書等で代用可能となる。 

 

 内 政  

◆ヘゲル政権の任命（４月１日） 

 ４月１日、チャプトヴァー大統領は、ヘゲル政権を任命した。閣僚の顔ぶれ

は、ヘゲル前副首相兼財務相が首相に、マトヴィチ前首相が副首相兼財務相

に、レングヴァルスキー・ルジョムベロク中央軍事病院長が保健相に任命され

た以外に、マトヴィチ政権から変わっていない。ヘゲル政権の閣僚名簿は以下

のとおり。 

（１）ヘゲル首相（与党第１党「普通の人々・独立した人達（ＯＬａＮＯ）」

指名） 

（２）スリーク副首相兼経済相（与党第３党「自由と連帯（ＳａＳ）」党首） 

（３）レミショヴァー副首相兼投資・地域発展・ＩＴ化相（与党第４党「人々

のために（Za ludi）」党首） 

（４）ホリー副首相（与党第２党「我々は家族（Sme rodina）」指名閣僚） 

（５）マトヴィチ副首相兼財務相（ＯＬａＮＯ代表） 

（６）ドレジャル交通・建設相（Sme rodina指名閣僚） 

（７）ミチョウスキー農業・農村開発相（ＯＬａＮＯ指名閣僚） 

（８）ミクレツ内務相（ＯＬａＮＯ指名閣僚） 

（９）ナジ国防相（ＯＬａＮＯ指名閣僚） 

（１０）コリーコヴァー法務相（Za ludi指名閣僚） 

（１１）コルチョク外務・欧州問題相（ＳａＳ指名閣僚） 

（１２）クライニアク労働・社会問題・家族相（Sme rodina指名閣僚）（注：

クライニアク労働相のみ、４月７日に任命。） 

（１３）ブダイ環境相（ＯＬａＮＯ指名閣僚） 

（１４）グレリング教育・科学・研究・スポーツ相（ＳａＳ指名閣僚） 

（１５）ミラノヴァー文化相（ＯＬａＮＯ指名閣僚） 

（１６）レングヴァルスキー保健相（ＯＬａＮＯ指名閣僚） 

 

◆政党支持率調査結果（４月２０日） 

世論調査機関AKOによる政党支持率調査の結果は以下のとおり（括弧内は支

持率に基づいた議席数）。内部分裂した極右政党LSNSの支持率は2.9%まで落

ち込んでいる。 
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政党 AKO 2020年選挙 

Hlas-SD（声-社会民主主義）  23.9%(49) ― 

SaS（自由と連帯） 13.8%(29)  6.22% 

OLaNO（普通の人々・独立した人達） 10.0%(21) 25.02% 

Smer-SD（方向-社会民主主義） 9.2%(19) 18.29% 

PS (プログレッシブ・スロバキア) 8.3%(17) ※6.96% 

Sme rodina（我々は家族） 7.4%(15)  8.24% 

KDH（キリスト教民主運動） 4.5% (-)  4.65% 

Za ludi (人々のために) 4.3% (-)  5.77% 

LSNS（我々のスロバキア） 2.9% (-)  7.97% 

※PS／Spolu としての得票率。PS は、2020 年国会総選挙に Spolu(共に)と政

党連合を形成して参加した。 

 

◆欧州復興基金に基づく復興・強靭化計画の政府承認、欧州委員会への送付

（４月２９日付プラウダ紙） 

４月２８日、スロバキア政府は、欧州復興基金に基づく改革案である復興・

強靭化計画（総額約６５億７０００万ユーロ）を承認した（注：翌２９日、ス

ロバキアは、復興・強靭化計画を欧州委員会に送付した）。今後、欧州委員会

は、同計画を２か月かけて審査する予定である。スロバキアの復興・強靭化計

画の投資項目内訳は以下のとおり。 

（１）環境政策（緑のスロバキア）：計２３億１００万ユーロ 

ア 持続可能な交通：８億１００万ユーロ 

イ 建物の緑化・改修：７億４１００万ユーロ 

ウ 鉱工業の脱炭素化：３億６８００万ユーロ 

エ 再生可能エネルギーの利用促進：２億３２００万ユーロ 

オ 気候変動対策：１億５９００万ユーロ 

（２）医療制度改革：計１５億３３００万ユーロ 

ア 医療施設の近代化、医療へのアクセス向上：１１億６３００万ユーロ 

イ 長期的な社会福祉及び健康管理政策の改善：２億６５００万ユーロ 

ウ メンタルヘルスケアの向上：１億５００万ユーロ 

（３）教育改革：計８億９２００万ユーロ 

ア ２１世紀の教育（当館注：教育の近代化を意味すると思われる）：４億６

９００万ユーロ 

イ 大学の質向上：２億１３００万ユーロ 

ウ 全ての子供がアクセス可能な包括的な教育（当館注：主にロマ人の子供を

対象とする教育政策を意味すると思われる）：２億１０００万ユーロ 
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（４）科学、研究、イノベーション：計７億３９００万ユーロ 

ア 研究費助成の強化：６億３３００万ユーロ 

イ 人材確保、頭脳流出阻止：１億６００万ユーロ 

（５）デジタル化：６億１５００万ユーロ 

ア サイバー防衛、インターネット回線の速度向上、デジタル経済等：６億１

５００万ユーロ 

（６）行政改革（機能する国家）：計４億９５００万ユーロ 

ア 司法制度改革：２億５５００万ユーロ 

イ 汚職及び資金洗浄対策等：２億２９００万ユーロ 

ウ ビジネス環境の改善：１１００万ユーロ 

 

 外 政  

◆スロバキアによる露外交官の追放（４月１８～２９日当地各紙） 

 ４月１７日、バビシュ・チェコ首相は、チェコ諜報機関の調査結果より、２

０１４年にズリーン県ヴルビェティツェ村にある弾薬施設が爆発した事件にロ

シア軍諜報機関（GRU）工作員が関与した疑いについて明白な根拠が得られた

ことから、チェコ諜報機関によりロシア諜報機関工作員と特定された在チェコ

露大使館員１８名をチェコから追放する旨発表した。 

 これを受けて、１８日、スロバキアのチャプトヴァー大統領，ヘゲル首相及

びコルチョク外務・欧州問題相がチェコに対する支持をツイッター等で表明

し、１９日、Ｖ４各国外相は、コルチョク外相の提案により、チェコを支持す

るＶ４共同宣言を発出した。 

２２日、ヘゲル首相は露外交官３名の追放決定を発表し、「スロバキアの地

政学的状況とチェコにおける出来事の関連性を踏まえ、スロバキアの諜報機関

による情報の評価を行い、露外交官追放を決定した」と述べた。同日、チャプ

トヴァー大統領は、「当地露外交官３名を追放することにより、チェコに対す

る支持を表明するとともに、安全保障上の脅威となる外国の諜報活動からスロ

バキアを守ることができた」旨コメントした。 

 ２６日、Ｖ４各国首相はオンライン会合を実施し、チェコへの連帯を表明す

る共同宣言を採択した。 

 一方ロシアは、２８日、スロバキアによる露外交官３名追放の報復措置とし

て、在露スロバキア外交官３名の追放を決定した。 

 

 社 会  

◆２０２０年のスロバキアの平均寿命（４月８日付 Symsite） 

 欧州統計局によると、ほとんどのＥＵ諸国は、２０２０年の平均寿命が前年
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比で短くなった。スロバキアの平均寿命は７６．９歳で、前年比で０．９歳短

くなった。平均寿命が最も短くなったのはスペイン（－１．６歳）、ブルガリ

ア（－１．５歳）で、平均寿命が伸びたのはデンマーク及びフィンランド（共

に＋０．１歳）のみであった。 

 

 経 済  

◆経済省による国家水素戦略案の閣議提出（４月１日付ＳＩＴＡ通信） 

４月１日、経済省は、国家水素戦略案を閣議に提出した。同戦略案の目的

は、水素分野におけるスロバキア経済の競争力強化、パリ協定に基づくカーボ

ン・ニュートラル社会への貢献である。同戦略案は、関連省庁によるレビュー

を受けた後、政府によって承認される見込み。政府は、同戦略案を基に、水素

エネルギーの生産、輸送、供給、保管、利用等のための制度を構築する予定。

また政府は、６月までに、国家水素戦略を実施するための活動計画を策定する

予定。 

【国家水素戦略案の目次】 

１ 序章 

（１）水素戦略に関するスロバキア政府の立場 

（２）ＥＵ気候中立に向けた水素エネルギーの使命 

（３）水素エネルギーの定義 

２ 水素エネルギーの活用 

（１）化学工業及び石油化学工業における活用 

（２）製鉄業及び冶金工業における活用 

（３）天然ガス産業における活用 

（４）火力発電所における活用 

（５）交通における活用 

（６）水素エネルギー消費の予測 

 

◆２０２１年の経済省の優先事項（４月８日付経済省プレスリリース等） 

 ４月８日、スリーク経済相は、２０２１年の経済省の優先事項を発表した。

主な優先事項は以下のとおり。 

（１）モホウツェ原発第三号基の完成 

（２）国家水素戦略の策定 

（３）スリアチ温泉（バンスカー・ビストリツァ県）の再開発 

（４）ビジネス環境支援のための規制緩和 

（５）経済外交改革 

（６）ドバイ万博での出展 
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（７）消費者保護の強化 

（８）工業団地の建設支援を通じた地域格差の是正 

（９）競争力及び生産性に関する政府評議会の設置 

（１０）経済省の業務合理化 

 

◆２０２０年の財政赤字及び政府債務（４月２２日付プラウダ紙等） 

スロバキア統計局によると、２０２０年の財政赤字（単年）は５６億９００

万ユーロで、対ＧＤＰ比で６．１６％に達した。同年の政府債務（累年）は、

５５１億８１００万ユーロで、対ＧＤＰ比で６０．５７％に達した。 

予算責任院（ＲＲＺ）の分析によれば、パンデミックの影響（税収の減少、

医療分野等における歳出増加）により、財政赤字が前年比で３．９％悪化した

が、フィツォ及びペレグリニ政権期の経済政策（社会政策分野での歳出増加

等）も財政赤字悪化の要因である。 

 

◆水素列車運行計画（４月２３日付経済新聞） 

交通・建設省は、２０２５年に、ノヴェー・ザームキ（ニトラ県）とプリエ

ヴィザ（トレンチーン県）の間で、水素エネルギーを動力とする列車の試行運

転を計画している。スロバキア国鉄のコヴァーチ報道担当は、「経済的合理性

や技術的実現可能性を考慮し、水素列車の運行について検討したい」と述べ

た。水素列車の導入は、（欧州復興基金に伴う）スロバキアの復興・強靭化計

画や、国家水素戦略案でも言及されている。スロバキアが受け取る予定の欧州

復興基金の資金には、水素列車又はハイブリッド列車５台分の予算が含まれて

いる。 

                   （了） 



（出典：スロバキア統計局）
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